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堺
支
部
会
報
第
35
号
の
発

行
に
際
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ

つ
申
し
上
げ
ま
す
。

堺
支
部
会
報
は
、
2
0
1
9

年
（
令
和
元
年
）
9
月
に

第
34
号
を
上
梓
し
て
以
来
、

2
0
2
0
年
（
令
和
2
年
）
の

年
明
け
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振

る
い
、
国
や
地
方
公
共
団
体
か

ら
そ
の
感
染
防
止
の
た
め
行
動

制
限
が
求
め
ら
れ
る
中
、
支

部
行
事
も
自
粛
せ
ざ
る
を
得

ず
、
支
部
行
事
の
実
績
報
告

を
兼
ね
た
会
報
も
休
刊
の
止

む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
以

降
、
国
・
大
阪
府
の
ご
指
導
の

も
と
、
し
ば
ら
く
の
間
支
部
行

事
も
自
粛
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
昨
年
2
月
、
感

染
拡
大
第
6
波
の
ま
っ
た
だ
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
十
分
な

感
染
防
止
措
置
を
講
じ
た
う

え
一
部
行
事
（
懇
親
会
）
を
割

愛
す
る
形
で
、遅
れ
て
い
た「
堺

支
部
創
立
80
周
年
記
念
大
会
」

を
開
催
し
、
記
念
誌
も
発
行

い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

11
月
に
は
、
感
染
拡
大
第
7

波
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
の
を

見
据
え
、
5
か
月
遅
れ
で
令

和
4
年
度
支
部
総
会
を
通
常

の
形
で
開
催
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
支
部
行
事
も
元
に
戻
し
、

今
年
6
月
の
令
和
5
年
度
支

部
総
会
を
経
て
、
こ
の
度
堺
支

部
会
報
第
35
号
を
発
行
す
る

運
び
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
間
、
支
部
会
員
の
皆

様
に
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
ま
ず
も
っ

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
5
月
か
ら
感
染
症
法
上

第
5
類
（
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
区
分
）
に
分
類
さ

れ
、
一
難
去
っ
た
か
と
思
え
ば
、

今
度
は
日
本
列
島
が
近
年
の

異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
7
月
に
は
梅
雨
末
期
の

豪
雨
（
線
状
降
水
帯
）
が
列

島
を
襲
い
、
8
月
に
は
台
風

7
号
が
近
畿
を
縦
断
し
、
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
に
よ

り
心
な
ら
ず
も
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

一
刻
も
早
い
復
興
を
ひ
た
す
ら

祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
堺
支
部
は
、
国
内

外
に
1
4
3
あ
る
校
友
会
地

域
支
部
の
一
つ
で
あ
り
ま
す

が
、
い
く
つ
か
の
近
隣
友
好
支

部
と
の
交
流
を
図
る
中
で
特

に
感
じ
る
こ
と
は
、
他
支
部
は

結
構
若
い
支
部
会
員
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
ご
高
齢
の
方
々
が
旧

交
を
温
め
、
ゴ
ル
フ
に
興
じ
、

親
睦
を
深
め
合
う
こ
と
も
大

切
な
支
部
の
目
的
の
一
つ
で
あ

り
、
大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す

が
、
支
部
の
将
来
を
考
え
た

と
き
、
若
い
会
員
の
存
在
は

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

若
い
方
に
と
っ
て
も
支
部
に
入

会
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
交
友

関
係
が
広
が
り
人
脈
が
深
ま

り
ま
す
。そ
し
て
共
に
語
ら
い
、

悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
喜
び
を

共
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
ど
う
か
一
人
で
も
二
人

で
も
結
構
で
す
か
ら
、
新
会

員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
残
暑
が

続
き
ま
す
。
熱
中
症
に
気
を

付
け
な
が
ら
夏
バ
テ
な
ど
跳

ね
返
し
、
元
気
で
「
関
親
会
」

「
逍
遥
の
会
」「
K
U
S
関
球
会
」

等
支
部
行
事
に
奮
っ
て
参
加

し
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。




関
西
大
学
交
友
会
堺
支
部

は
、
第
八
波
の
襲
来
が
叫
ば

れ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
た

が
、
関
西
大
学
が
大
学
昇
格

1
0
0
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
、
令
和
4
年

10
月
9
日
「
関
西
大
学
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
i
n
関
西
」
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
機
運
の
盛
り
上
が

り
も
あ
っ
て
、
令
和
4
年
11

月
20
日
（
日
）
ホ
テ
ル
ア
ゴ
ー

ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
大
阪
堺

で
総
会
を
開
催
し
た
。
第
1

部
総
会
は
宮
内
利
正
副
支
部

長
の
司
会
で
始
ま
り
、
草
川
大

造
支
部
長
の
挨
拶
後
、
草
川

支
部
長
が
議
長
と
し
て
進
行
。

鍋
島
均
志
事
務
局
長
と
古
渕

孝
仁
会
計
か
ら
の
説
明
で
令

和
3
年
度
事
業
報
告
、
同
年

度
収
支
決
算
は
全
員
一
致
で
了

承
。
さ
ら
に
令
和
4
年
度
事

業
計
画
（
案
）、
同
年
度
収
支

予
算
（
案
）
も
了
承
さ
れ
、
役

員
改
選
に
進
み
、
同
議
案
も

全
員
一
致
で
了
承
さ
れ
総
会
は

閉
会
し
た
。

次
い
で
、
第
2
部
の
講
演
会

で
は
、
関
西
大
学
か
ら
芝
井
理

事
長
、
前
田
学
長
、
校
友
会

か
ら
田
中
会
長
、
職
域
支
部
、

近
隣
支
部
か
ら
支
部
長
、
副

支
部
長
な
ど
多
く
の
方
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
ご
入
場
を
い
た
だ

い
た
。
演
題
は
「
百
舌
鳥
古
墳

群
の
調
査
と
世
界
遺
産
登
録

後
の
取
り
組
み
」
で
、
講
師
は

堺
市
博
物
館
学
芸
課
推
進
係

長
（
学
芸
員
）
の
海
邊
博
史

氏
で
あ
っ
た
。
配
布
さ
れ
た
詳

し
い
資
料
に
基
づ
き
映
像
を
見

な
が
ら
の
説
明
は
わ
か
り
や
す

く
、
殊
に
ニ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
が

宮
内
庁
と
堺
市
で
合
同
調
査

が
な
さ
れ
、
全
国
で
初
め
て
古

墳
の
豪
に
架
け
ら
れ
た
木
橋
が

「
ご
あ
い
さ
つ
」

支
部
長

草
川
大
造

令
和
４
年
度
堺
支
部
総
会

（
令
和
４
年
11
月
20
日
）
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発
見
さ
れ
る
な
ど
興
味
あ
る
話

も
聞
け
、
時
間
の
経
つ
の
を
忘

れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
百
舌
鳥
古
墳
群
が
堺
市
に

あ
る
も
の
の
、
世
界
の
宝
と
感

じ
、
今
後
の
保
存
の
重
要
性
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

第
3
部
懇
親
会
に
入
る
。

司
会
は
池
田
一
紗
幹
事
に
替
わ

り
、
全
員
起
立
で
国
歌
斉
唱

し
、
次
い
で
関
西
大
学
応
援
団

第
1
0
0
代
団
長
鈴
木
れ
な

穂
さ
ん
に
よ
る
指
揮
で
学
歌
を

唱
和
す
る
。
前
回
総
会
か
ら

本
日
ま
で
に
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
に
対
し
謹
ん
で
黙

と
う
を
捧
げ
る
。

次
い
で
草
川
大
造
堺
支
部

長
の
挨
拶
後
、
来
賓
紹
介
が

行
わ
れ
、
来
賓
を
代
表
し
て
い

た
だ
い
て
学
校
法
人
関
西
大
学

理
事
長
芝
井
敬
司
氏
の
祝
辞
、

関
西
大
学
学
長
前
田
裕
氏
か

ら
の
祝
辞
が
続
い
た
。
両
氏
と

も
、
関
西
大
学
が
大
学
に
昇

格
し
て
1
0
0
周
年
に
当
た
り

こ
の
10
月
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い

く
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く
宣

言
さ
れ
て
い
た
。
次
い
で
関
西

大
学
校
友
会
長
田
中
義
信
氏

の
祝
辞
も
校
友
会
を
国
内
の

み
な
ら
ず
、
今
や
世
界
各
地
へ

拡
大
さ
せ
た
い
と
の
お
言
葉
で

あ
っ
た
。

ご
祝
辞
の
後
は
、
関
西
大

学
人
間
健
康
学
部
長
所
め

ぐ
み
教
授
の
乾
杯
の
発
声
で

宴
が
開
始
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
3
年
間
の
長
き
間
、
開
宴

が
で
き
な
か
っ
た
思
い
が
一
気

に
嬉
し
さ
に
変
わ
っ
た
一
瞬
で

も
あ
っ
た
。
久
々
の
開
宴
の
な

か
、
総
会
に
初
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
、

堺
支
部
恒
例
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
入
っ
て

い
っ
た
。
懇
親
会
も
宴
た
け
な

わ
と
な
り
、
さ
ら
に
本
日
の
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
関
西
大
学
応

援
団
リ
ー
ダ
ー
部
、
バ
ト
ン
・

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
に
よ
る
演
舞

演
奏
が
華
や
か
に
開
始
さ
れ

た
。
太
鼓
の
響
き
の
中
、
関

大
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
思
い
を

よ
み
が
え
ら
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
応
援
歌
な
ど
を
口
ず
さ
み

な
が
ら
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

た
。
お
開
き
に
当
た
り
応
援

団
に
よ
る
「
逍
遥
歌
」
を
全

員
起
立
し
、
高
唱
し
な
が
ら

総
会
は
全
日
程
を
無
事
終
了

し
た
。

（
宮
内
利
正
）

関
西
大
学
校
友
会
堺
支
部

令
和
5
年
度
総
会
は
学
校
法

人
関
西
大
学
池
内
啓
三
相
談

役
、
関
西
大
学
前
田
裕
学
長
、

関
西
大
学
校
友
会
田
中
義
信

会
長
は
じ
め
近
隣
支
部
な
ど

か
ら
18
名
の
来
賓
の
方
々
、
54

名
の
堺
支
部
会
員
の
参
加
で
ア

ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
大
阪

堺
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
総
会
は
堺
支
部
宮
内

利
正
副
支
部
長
の
司
会
で
、
草

川
大
造
支
部
長
の
挨
拶
の
後

堺
支
部
規
約
に
よ
り
議
長
の

草
川
支
部
長
の
進
行
の
下
に
提

出
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

因
み
に
今
回
は
役
員
改
選
時

期
の
た
め
、
天
井
一
夫
推
薦
委

員
長
に
よ
り
推
薦
を
受
け
た

支
部
長
、
副
支
部
長
、
事
務

局
長
、
幹
事
長
、
監
事
の
全

員
が
承
認
・
再
任
さ
れ
た
。

第
二
部
は
関
西
大
学
人
間

健
康
学
部
長
・
研
究
科
長
の

所
め
ぐ
み
教
授
に
「
社
会
的

孤
立
と
地
域
福
祉
」
と
題
し
て

講
演
頂
い
た
。

教
授
は
同
志
社
大
学
大
学

院
を
修
了
後
英
国
で
社
会
政

策
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
な
ど

を
研
究
さ
れ
、
平
成
28
年
か

ら
本
学
人
間
健
康
学
部
の
教

授
を
さ
れ
て
い
る
。

教
授
に
よ
れ
ば
人
間
健
康

と
は
英
語
で
はhealth and 

w
ell-being

の
こ
と
で
あ
る

がw
ell-being

に
は
精
神
的
に

も
こ
う
あ
り
た
い
と
望
む
意
味

も
あ
る
と
の
こ
と
。
本
題
の“

社

会
的
孤
立”

と
言
え
ば
「
引
き

こ
も
り
」「
ゴ
ミ
屋
敷
」
を
思

い
浮
か
べ
、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス
」「
諸
サ
ー
ビ
ス

拒
否
」
ひ
い
て
は
「
孤
独
死
」

や
「
自
死
」
に
繋
が
る
と
さ
れ

る
。

令
和
５
年
度
堺
支
部
総
会

（
令
和
５
年
６
月
25
日
）
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英
国
で
は
、
社
会
的
孤
立
を

放
置
す
る
こ
と
は
国
家
の
経
済

的
社
会
的
損
失
と
さ
れ
、「
孤

独
・
孤
立
対
策
大
臣
」
が
置
か

れ
て
い
る
が
、
日
本
で
も
5
月

31
日
に
孤
独
孤
立
対
策
法
が

成
立
し
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
。
社
会
的
孤
立
と
い
っ
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
深
刻
度
も
異
な
り

環
境
、
健
康
な
ど
様
々
な
も
の

が
関
連
し
て
く
る
。

対
策
に
つ
い
て
、
孤
立
し
て

い
る
人
は
貧
困
、
住
環
境
の
劣

悪
さ
、
交
流
機
会
も
少
な
く

従
っ
て
サ
ポ
ー
ト
も
得
ら
れ
に

く
い
確
率
が
高
く
、
国
だ
け
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
地
域
の
積

極
的
な
協
力
協
働
な
ど
、
我
々

へ
の
問
題
で
も
あ
る
、
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

講
演
が
終
わ
り
全
員
で
の

記
念
写
真
。

第
三
部
懇
親
会
の
司
会
は

池
田
一
紗
幹
事
に
替
わ
り
、
最

初
に
全
員
起
立
し
て
国
家
斉

唱
の
後
、
関
西
大
学
応
援
団

第
1
0
1
代
団
長
河
口
直
生

さ
ん
の
指
揮
で
学
歌
斉
唱
、
物

故
者
へ
の
黙
禱
に
つ
づ
い
て
草

川
支
部
長
が
主
催
者
の
挨
拶
。

そ
の
あ
と
司
会
か
ら
ご
来
賓
の

紹
介
が
あ
り
、
代
表
し
て
3

名
の
方
々
に
ご
祝
辞
を
頂
戴
し

た
。

【
学
校
法
人
関
西
大
学
相
談
役

池
内
啓
三
様
の
ご
祝
辞
】

朝
日
新
聞
で
田
原
総
一
朗
氏

が
早
稲
田
大
学
総
長
の
田
中

愛
治
氏
と
の
対
談
の
中
で
、
昭

和
の
成
長
期
上
昇
期
日
本
は

成
功
し
教
育
も
成
功
し
た
が

そ
れ
は
答
え
の
あ
る
教
育
で

あ
っ
た
。
現
代
は
、
自
分
の
前

に
モ
デ
ル
の
な
い
時
代
、
答
え

の
な
い
時
代
、
即
ち
答
え
の
あ

る
教
育
で
は
だ
め
。
そ
れ
は
今

迄
の
成
功
体
験
か
ら
抜
け
出

て
い
な
い
か
ら
。
教
育
予
算
の

少
な
さ
の
問
題
も
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
―
さ
て
関
大
は

ど
う
す
べ
き
か
、
と
問
題
を
投

げ
か
け
ら
れ
た
。

【
関
西
大
学
学
長

前
田
裕
様
の
ご
祝
辞
】

お
陰
様
で
現
在
漸
く
対
面

教
育
に
戻
し
た
が
、
遠
隔
教
育

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
2

割
は
あ
え
て
遠
隔
教
育
を
残

し
て
い
る
。

（
池
内
相
談
役
の
話
を
受
け

て
）
現
代
は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

も
正
し
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
。
先
程
の
所
先
生
のw

ell-
being

も
は
っ
き
り
し
た
答
え

は
な
い
。
大
学
の
入
口
の
入
試

は
答
え
が
あ
り
、
一
点
刻
み
で

合
否
が
分
か
れ
る
。
一
方
、
出

口
の
後
の
社
会
は
多
様
で
答
え

は
な
い
、
或
い
は
答
え
は
分
か

ら
な
い
、
或
い
は
答
え
を
作
る

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
矛

盾
を
考
え
て
ほ
し
い
。
答
え
の

な
い
答
え
、
こ
れ
こ
そ
が
学
の

実
化
。
社
会
は
何
を
求
め
て
い

る
の
か
。
様
々
な
切
り
口
が
あ

り
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

【
関
西
大
学
校
友
会
長

田
中
義
信
様
の
ご
祝
辞
】

校
友
会
は
楽
し
む
会
合
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
し
て
4
つ
の
目
標
を

持
っ
て
い
る
。

1・親
睦
活
動

例
え
ば
、7
/
25
天
神
祭
、

8
/
5
な
に
わ
淀
川
花
火
大

会
、
9
/
19
京
セ
ラ
ド
ー
ム

で
の
オ
リ
ッ
ク
ス
V
S
ロ
ッ
テ

の
関
大
デ
ー
、
9
/
24
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
北
陸
等
々

の
イ
ベ
ン
ト
計
画

2・学
生
支
援
と
留
学
生
交
流

留
学
生
が
卒
業
後
出
身

国
に
帰
国
し
て
も
校
友
会

活
動
等
お
付
き
合
い
を
続

け
る
方
策

3・組
織
の
強
靭
化

ズ
ー
ム
な
ど
を
利
用
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
。

全
県
に
校
友
会
支
部
を
つ

く
る

4・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

社
会
貢
献
を
図
る

来
賓
ご
代
表
の
ご
祝
辞
は

以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
関
大
を
世
界
一の

大
学
に
し
よ
う
!
と
の
力
強
い

校
友
会
荒
堀
善
文
事
務
局
長

の
ご
発
声
で
乾
杯
と
な
り
、
賑

や
か
な
懇
親
の
宴
と
な
っ
た
。

堺
支
部
名
物
の
「
森
伊
蔵
」

な
ど
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
森

島
丞
児
幹
事
の
進
行
で
盛
り

上
が
り
、
最
高
潮
に
達
し
た
と

こ
ろ
で
応
援
団
の
リ
ー
ダ
ー
部

や
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
も
取
り
入
れ

た
、
以
前
に
倍
す
る
演
舞
演

奏
を
披
露
し
て
頂
い
た
。
最
後

は
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
応

援
団
の
指
揮
で
皆
で
ス
ク
ラ
ム

を
組
み
逍
遥
歌
を
放
吟
し
て

散
会
し
た
。

（
鴨
頭  

光
一）
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R5.2.16（関親会） R5.7.21（関親会） R5.5.19（関親会）

R5.4.2（関親会）R5.1.20（新年会）

R4.12.21（忘年会）

R4.6.26（関親会）

関親会開催日 回数 場所 参加人員
令和元年（2019 年）�8 月 23日 345 咲蔵 20名

9月 20日 346 梅の花 20名
10月 18日 347 なな菜 15名
11月 21日 348 備德 19名
12月 6日 349 南海グリル（忘年会） 45名

令和 2年（2020 年）�1 月 31日 350 シティホテル青雲荘（新年会） 34名
令和 2年（2020 年）2月から新型コロナウイルス感染予防のため中断
令和 4年（2022 年）�4 月 3日 351 千里山キャンパス 13名

6月 26日 352 なな菜 17名
10月 20日 353 ホテル アゴ－ラ リ－ジェンシ－ 大阪堺 20 名
12月 21日 354 南海グリル（忘年会） 25名

令和 5年（2023 年）�1 月 20日 355 シティホテル青雲荘（新年会） 23名
2月 16日 356 楓林閣 20名
3月 10日 357 源平水軍 18名
4月 2日 358 千里山キャンパス ��9 名
5月 19日 359 にんにん 16名
7月 21日 360 ホテル アゴ－ラ リ－ジェンシ－ 大阪堺 14 名
8月 25日 361 KICHIRI 16 名

関
親
会
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「
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
と

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
」

令
和
元
年
10
月
14
日
、
堺

支
部
15
名
と
国
文
67
の
6
名

（
内
5
名
女
性
）、
合
わ
せ
て
21

名
が
参
加
し
て
明
智
光
秀
ゆ

か
り
の
地
と
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の

並
木
な
ど
、湖
西
地
域
を
巡
る
。

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
『
麒
麟
が

来
る
』
の
主
人
公
が
明
智
光
秀

と
い
う
こ
と
で
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
企
画
だ
。

雨
の
心
配
な
ど
も
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
ま
ず
「
メ
タ
セ
コ
イ

ア
並
木
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
晩

秋
の
紅
葉
の
頃
は
さ
ぞ
か
し
綺

麗
だ
ろ
う
。

逍
遥
の
会
で
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
ラ
ン
チ
は
、「
今

津
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン
グ
。

味
も
雰
囲
気
も
ま
ず
ま
ず
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

食
後
は
近
江
高
島
の
大
溝

を
散
策
。
こ
の
地
は
古
く
か
ら

都
の
あ
っ
た
奈
良
や
京
都
と
日

本
海
を
結
ぶ
重
要
な
拠
点
と

し
て
発
展
し
た
。
戦
国
時
代

の
末
期
に
「
乙
女
が
池
」
を

外
濠
と
し
て
大
溝
城
（
明
智

光
秀
の
設
計
に
よ
る
）
が
築
か

れ
、
城
下
町
が
整
備
さ
れ
た
と

い
う
。「
町
割
り
水
路
」や
「
乙

女
が
池
の
太
鼓
橋
」
は
ど
ち
ら

も
な
か
な
か
風
情
が
あ
っ
た
。

今
回
は
天
候
だ
け
で
は
な

く
、
バ
ス
の
故
障
な
ど
も
あ
っ

て
、
残
念
な
が
ら
坂
本
城
址

と
西
教
寺
に
は
行
け
な
か
っ
た

が
、「
ト
ラ
ベ
ル
に
は
ト
ラ
ブ
ル

が
つ
き
も
の
?
?
」
と
い
う
こ

と
で
。

終
わ
り
に
、
今
回
の
日
帰
り

旅
行
を
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
幹
事
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

（
高
木
寛
）

「
世
界
の
自
転
車
の

ル
ー
ツ
を
た
ず
ね
て
」

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
令
和

4
年
6
月
26
日
に
3
年
ぶ
り

に
逍
遥
の
会
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
20
名
は
東
洋
ビ
ル
1

階
に
集
合
し
、
逍
遥
の
会
の

北
村
修
治
世
話
人
の
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
講
話
に
聞
き
ほ
れ

な
が
ら
、
日
本
の
お
城
百
選
を

ス
ラ
イ
ド
で
見
る
。
気
分
が
盛

り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
シ
マ

ノ
自
転
車
博
物
館
へ
移
動
し

団
体
入
場
す
る
。
想
像
し
た

よ
り
立
派
な
会
館
で
、
か
な
り

余
裕
の
あ
る
建
物
で
あ
る
。
早

速
、
シ
マ
ノ
専
属
の
中
村
博
司

さ
ん
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
、

ま
ず
、
映
像
で
自
転
車
の
歴
史

を
観
る
。
そ
の
後
、
各
自
マ
イ

ク
を
付
け
て
展
示
場
の
ゲ
ー
ト

を
通
る
。
自
転
車
の
始
祖
ド
ラ

イ
ジ
ー
ネ
の
誕
生
の
パ
ネ
ル
が

目
に
入
っ
て
く
る
。
1
8
1
7

年
ド
イ
ツ
の
発
明
家
カ
ー
ル
・

フ
ォ
ン
・
ド
ラ
イ
ス
が
考
案
し

た
の
が
「
ド
ラ
イ
ジ
ー
ネ
」
で

ペ
ダ
ル
も
な
く
、
縦
に
並
ん
だ

車
輪
に
ま
た
が
り
、
地
面
を
足

で
蹴
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し

て
走
る
乗
り
物
で
あ
る
。
今
ま

で
に
な
か
っ
た
新
し
い
乗
り
物

が
誕
生
し
黎
明
期
を
迎
え
る
。

そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
二

第45回逍遥の会

第46回逍遥の会

逍
遥
の
会

メタセコイア並木

大溝城跡
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ミ
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
カ
ー
ボ
ン

な
ど
の
材
料
が
置
か
れ
、
軽
け

れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
使
用
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
案
内
者
の
中
村
さ
ん

は
、
学
生
時
代
に
自
転
車
競

技
に
つ
よ
く
、
シ
マ
ノ
に
採
用

さ
れ
ツ
ー
ル
ド
フ
ラ
ン
ス
な
ど

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
自
転
車
の

仕
事
を
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
自

ら
も
初
心
者
向
け
の
本
を
何

冊
か
出
版
さ
れ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
と
こ
ろ
気

分
が
す
ぐ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
見
学
で
大
い
に
気
分
転
換
が

で
き
、
次
の
二
次
会
へ
と
足
取

り
も
軽
ろ
や
か
で
あ
っ
た
。

（
宮
内
利
正
）

「
紅
葉
が
彩
る
洛
北
路
散
策
」

令
和
4
年
11
月
17
日
、
久
々

の
逍
遥
の
会
で
の
入
洛
第
一
歩
は

寺
之
内
堀
川
の「
慈
受
院
」で
あ
っ

た
。
見
学
を
受
け
入
れ
ず
知
る

人
こ
そ
少
な
い
が
、
皇
室
の
子

女
が
跡
を
継
い
だ
と
い
う
門
跡

寺
院
で
臨
済
宗
の
尼
寺
で
あ
る
。

当
然
私
た
ち
の
単
独
拝
観
。
写

経
と
、
甘
く
口
の
中
で
溶
け
る
モ

ン
ブ
ラ
ン
風
の
饅
頭
と
抹
茶
を
頂

き
、
第
22
世
門
跡
の
梶
好
寿
住

職
と
親
し
く
懇
談
し
た
。
こ
の

参
加
費
が
と
て
も
高
い
と
散
々

ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
た
面
々
も
、

若
く
て
美
人
の
門
跡
を
前
に
し

た
途
端
、
お
茶
や
お
菓
子
と
共

第47回逍遥の会

輪
自
転
車
の
開
発
が
盛
ん
と
な

り
、
19
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
る

と
、
足
で
蹴
っ
て
進
む
構
造
か

ら
、
前
輪
に
ペ
ダ
ル
が
付
い
た

構
造
へ
と
進
化
。
人
々
は
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
レ
ー
ス
に
魅
了
さ

れ
、
人
気
は
高
ま
り
、
や
が
て

ス
ピ
ー
ド
を
求
め
前
輪
が
大
き

く
な
っ
て
い
く
。
19
世
紀
後
半

に
前
輪
の
ギ
ヤ
を
チ
ェ
ー
ン
で

結
び
、
後
輪
を
駆
動
す
る
構

造
が
発
明
さ
れ
て
発
展
期
を

迎
え
る
。
こ
れ
が
現
在
の
自
転

車
の
原
型
と
な
る
。
博
物
館
に

は
当
時
の
モ
デ
ル
自
転
車
が
展

示
さ
れ
、
構
造
等
に
つ
き
縷
々

中
村
さ
ん
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
進
む
。
日
本
で
は
江
戸
時

代
末
期
に
外
国
人
が
持
ち
込

み
、
明
治
時
代
に
入
り
、
少
し

づ
つ
日
本
人
の
暮
ら
し
に
普
及

す
る
。
1
8
7
0
年
（
明
治
3

年
）
竹
内
虎
次
郎
が
東
京
府

に
自
転
車
製
造
販
売
の
許
可

申
請
を
行
っ
た
際
に
、「
自
転

車
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た

こ
と
を
知
る
。
そ
の
後
、
通
勤・

通
学
や
業
務
用
な
ど
に
自
転

車
文
化
が
日
本
で
も
発
展
し
て

い
く
。
1
9
7
0
年
代
、
ま
っ

た
く
新
た
な
自
転
車
の
楽
し

み
方
が
誕
生
し
て
く
る
。
派
手

な
ジ
ャ
ン
プ
を
決
め
る
B
M
X
、

野
山
を
駆
け
め
ぐ
る
楽
し
み
を

追
求
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

な
ど
、
オ
フ
ロ
ー
ド
を
満
喫
す

る
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
遊
び

が
世
界
中
に
広
が
り
、
そ
の
後

の
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展

に
貢
献
す
る
。

見
学
中
気
付
い
た
の
が
シ
マ

ノ
製
で
完
成
さ
れ
た
自
転
車

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
シ
マ
ノ

は
自
転
車
で
は
精
密
部
品
メ
ー

カ
ー
で
、
全
世
界
を
相
手
に
取

引
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

改
め
て
、
会
社
の
経
営
方
針
を

明
確
に
教
え
て
頂
い
た
。
ア
ル

に
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
文
句
が

消
し
飛
ん
だ
。
丸
窓
を
額
に
見

立
て
、
紅
葉
や
秀
吉
が
瞑
想
し

た
石
が
一
幅
の
絵
の
如
く
設
え
ら

れ
た
庭
を
拝
見
、
門
前
で
梶
門

跡
を
真
ん
中
に
記
念
撮
影
を
し

て
同
院
を
辞
去
、
そ
の
足
で
す

ぐ
裏
の
表
千
家
不
審
菴
、
裏
千

家
今
日
庵
が
並
ぶ
小
川
通
り
を

し
っ
と
り
と
し
た
空
気
の
中
、
長

谷
川
等
伯
の
大
涅
槃
図
の
本
法

寺
ま
で
北
村
校
友
の
案
内
で
逍

遥
し
た
。

こ
の
後
、
バ
ス
で
照
紅
葉
の
鯖

街
道
を
一
路
大
原
へ
。
途
中
、
会

員
制
ホ
テ
ル
「
エ
ク
シ
ブ
京
都
八

瀬
離
宮
」
で
豪
華
な
昼
食
を
摂

り
、
頂
い
た
支
援
ク
ー
ポ
ン
券
で

お
土
産
を
購
入
。

„
ロ
レ
ツ
が
回
ら
な
い＂
の
語

源
（
諸
説
あ
り
）
と
言
わ
れ
る

呂
川
と
律
（
れ
つ
）
川
を
渡
り
、

碧
い
苔
と
黄
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
ま

ま
の
三
千
院
を
散
策
。

三
千
院
に
隣
接
す
る
宝
泉
院

で
は
、
樹
齢
7
0
0
年
の
五
葉

松
と
孟
宗
竹
の
額
縁
庭
園
で
あ

る
「
盤
恒
園
」
を
前
に
し
た
藤

井
宏
全
同
院
住
職
の
お
話
に
よ

る
と
畳
敷
き
廊
下
の
天
井
は„
血

天
井＂
と
謂
い
、
慶
長
5
（
西

暦
1
6
0
0
）
年
、
関
ヶ
原
合

戦
直
前
の
伏
見
城
で
石
田
三

成
の
西
軍
9
3
︐0
0
0
人
に

包
囲
さ
れ
た
鳥
居
元
忠
以
下

1
︐8
0
0
人
の
東
軍
守
備
兵
が

全
滅
、
自
刃
し
た
。
8
月
の
暑

い
時
節
柄
遺
体
は
腐
乱
、
手
形

や
顔
形
、
切
腹
時
の
苦
渋
の
形

相
や
断
末
魔
の
掻
き
毟
っ
た
爪

痕
な
ど
が
そ
の
ま
ま
床
板
に
刻

印
さ
れ
た
。
そ
の
板
を
供
養
の
た

め
に
天
井
に
し
た
と
の
話
。
よ
く

見
れ
ば
確
か
に
顔
や
手
足
、
爪

形
が
浮
き
出
て
い
る
。

シマノ自転車博物館内

シマノ自転車博物館見学後の関親会

慈受院山門
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関西大学校友会　堺支部会報35 号　2023 年（令和 5年）10 月 1日 （8）

「
白
洲
正
子
の
愛
し
た

葛
城
の
道
を
た
ず
ね
て
」

令
和
5
年
5
月
21
日
晴
天

の
な
か
、
一
行
9
名
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
定
刻
に
葛
城
に

向
か
っ
て
出
発
。
道
中
は
渋

滞
な
く
北
村
修
治
逍
遥
の
会

世
話
人
の
楽
し
い
案
内
で
バ

ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
九
品
寺

に
到
着
。
こ
こ
は
浄
土
宗
の

名
刹
で
千
体
地
蔵
が
あ
り
、

聖
武
天
皇
の
勅
で
僧
行
基
が

開
基
。
一
般
の
方
は
本
堂
に

入
れ
な
い
が
、
隅
谷
哲
三
元

支
部
長
の
ご
親
戚
と
の
こ
と

で
、
ご
住
職
自
ら
の
お
出
迎

え
を
受
け
、
千
体
地
蔵
を
拝

顔
し
た
後
に
本
堂
に
入
っ
た
。

阿
弥
陀
如
来
（
重
文
）
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
さ
ら
に
、

お
茶
の
接
待
か
ら
お
土
産
ま

で
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持

ち
で
ご
住
職
と
お
別
れ
す
る
。

次
に
「
一
言
主
神
社
」
に
到

着
。
神
主
の
ご
案
内
の
も
と

「
一
言
を
願
い
」
参
拝
す
る
。

こ
こ
は
一
言
主
神
に
遭
遇
さ

れ
た
雄
略
天
皇
を
副
祭
神
と

し
、
勇
ま
し
い
銅
像
が
建
立

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
を
出
て

「
高
鴨
神
社
」
に
到
着
。
神
主

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
参
拝
。

こ
こ
は
大
和
の
名
門
豪
族
で

あ
る
鴨
族
の
守
護
神
を
祀
り
、

日
本
最
古
の
神
社
の
一
つ
で
、

中
で
も
京
都
の
賀
茂
神
社
は

有
名
。
本
社
は
賀
茂
社
の
総

社
に
当
た
る
と
の
こ
と
。
次
い

で
葛
城
の
山
道
を
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
登
る
。
こ
こ
は
葛
城
山
の

登
山
口
で
も
あ
り
、
こ
こ
に

「
高
天
彦
神
社
」
が
あ
り
参
拝

す
る
。
天
孫
降
臨
の
地
と
し

て
古
く
か
ら
地
元
で
言
わ
れ

て
お
り
、
御
祭
神
は
古
事
記

に
出
て
い
る
高
皇
産
霊
神
（
た

か
み
む
す
ひ
の
か
み
）で
あ
る
。

お
昼
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
昼

食
会
場
に
向
か
っ
た
。
か
な

り
大
き
な
建
物
で
温
泉
が
併

設
さ
れ
人
も
多
か
っ
た
。
食

事
場
所
は
コ
ロ
ナ
禍
で
従
業

員
が
少
な
く
多
忙
の
中
、
予

約
客
で
あ
っ
た
我
々
は
比
較

的
ス
ム
ー
ズ
に
会
食
。
箱
弁

当
で
は
な
く
豪
華
な
昼
食
で

一
同
は
満
足
し
旅
の
醍
醐
味

を
味
わ
う
。
午
後
か
ら
は
真

言
宗
豊
山
派
の
榮
山
寺
に
向

か
っ
た
。
同
住
職
の
ご
案
内

で
参
拝
。
こ
こ
に
は
国
宝
の

「
梵
鐘
」
が
あ
り
、
小
野
道
風

の
書
と
伝
え
ら
れ
る
陽
鋳
の

銘
文
が
あ
る
。
さ
ら
に
八
角

円
堂
内
陣
の
国
宝
等
を
内
部

に
入
り
拝
観
し
、
住
職
に
見

送
ら
れ
て
次
へ
出
発
。
途
中

「
柿
の
葉
寿
司
」
で
有
名
な

「
大
和
」に
て
買
い
物
を
す
る
。

い
よ
い
よ
最
後
の
訪
問
先
で

あ
る
「
茅
原
山

吉
祥
草
寺
」

に
向
か
う
。
こ
こ
は
役
行
者

誕
生
地
の
寺
で
、
門
を
入
る

と
護
摩
を
た
く
場
所
に
出
る
。

行
者
の
姿
は
な
く
、
や
や
殺

風
景
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
ご

住
職
は
お
留
守
で
あ
っ
た
が
、

行
者
会
館
に
入
り
、
役
行
者

の
い
か
め
し
い
像
と
対
面
す

る
。
我
々
の
心
を
覗
い
て
い

る
感
じ
が
し
、
背
筋
が
ピ
ン

と
張
っ
た
思
い
が
し
た
。
お

別
れ
に
奥
様
か
ら
三
面
大
黒

天
「
開
運
祈
祷
之
護
布
」
を

い
た
だ
き
、
本
日
の
旅
の
悦

び
を
感
じ
つ
つ
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
人
と
な
る
。
帰
り
も
渋

滞
な
く
定
刻
に
は
堺
に
着
き
、

次
の
旅
を
楽
し
み
に
一
行
は

解
散
し
た
。

（
宮
内
利
正
）

第48回逍遥の会

今
ま
で
そ
の
下
で
の
ん
び
り

抹
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
カ
ッ
プ
ル

な
ど
は
顔
色
が
変
わ
り
、
い
そ
い

そ
と
場
所
を
替
え
て
い
た
。

遅
刻
者
や
渋
滞
で
遅
延
も
し

た
が
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な
京
の

晩
秋
を
彩
る
紅
葉
た
ち
に
心
癒

さ
れ
、
愉
し
く
充
実
し
た
一
日
で

あ
っ
た
。

今
ま
で
見
学
を
受
け
入
れ
て

い
な
か
っ
た
寺
院
へ
の
根
回
し
や

ク
ー
ポ
ン
手
続
き
、
遅
延
の
連

絡
等
に
加
え
て
、
歴
史
や
地
理

の
知
識
に
乏
し
い
私
た
ち
に
懇

切
丁
寧
に
ご
案
内
頂
い
た
北
村

修
治
逍
遥
の
会
世
話
人
に
感
謝
、

感
謝
で
あ
る
。（
参
加
者
13
名
）

（
鴨
頭
光
一）

小川通、右は表千家不審菴、
奥は裏千家今日庵

慈受院の丸窓

九品寺山門

九品寺境内にて住職より説明

温泉施設で昼食
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令和元年 忘 年 会

関西大学校友会　堺支部会報 2023 年（令和 5年）10 月 1日　35 号（9）

令和元年の忘年会（関親会）は、12月
6日（金）南海グリルにて、45名の出席で
開催された。明治神宮野球大会にて準優
勝を成し遂げた早瀬万豊監督と選手の代
表3名をお招きした。堺支部からお祝い金
を贈呈。早瀬監督から野球部の近況報告
を拝聴した。また、司会者から選手それ
ぞれにインタビューを行った。

終わりに出席者全員が肩を組み、「逍遥
歌」を高唱し、閉会した。

（秦 寛宜）

令和2年2月11日、新阪急ホテルで関
西大学ボクシング部創部90周年式典、
WBC世界ライトフライ級チャンピオン寺
地拳四朗V7祝勝会が開催された。寺地
拳四朗選手は堺キャンパス人間健康学部
卒業1期生。� （鍋島 均志）

寺地 拳四朗選手（人間健康学部
１期生 ）

Ｖ７祝勝会

令和4年11月1日（火）さいたまスーパー
アリーナで行われたWBC・WBA世界ライ
トフライ級統一戦において、見事タイトル
統一に成功した寺地拳四朗選手の祝勝会
が令和5年2月12日（日）大阪新阪急ホテル
で開催され、堺支部から6名参加した。

（鍋島 均志）

寺地 拳四朗選手（人間健康学部
１期生 ）

ＷＢＣ・ＷＢＡ世界タイトル
統一祝勝会

関西大学校友会堺支部_会報35号.indd   9 2023/09/21   11:03



関西大学校友会　堺支部会報35 号　2023 年（令和 5年）10 月 1日 （10）

第
36
回
関
大
校
友
会
支
部
対

抗
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
令
和
4
年
5
月
23
日
、

有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
1
5
7
名
参
加
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

堺
支
部
か
ら
は
、
松
原
洋
治

氏
、隅
谷
哲
三
氏
、高
松
健
之
氏
、

菅
野
勇
氏
、
北
村
修
治
氏
、
古

渕
孝
仁
氏
、
野
間
耕
三
氏
、
古

渕
敦
史
氏
、
長
嶺
光
生
の
8
名

が
参
加
し
、
好
天
の
下
、
全
員

最
後
の
ホ
ー
ル
ま
で
健
闘
い
た

し
ま
し
た
。

団
体
戦
は
、
各
支
部
の
上
位

4
名
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
合
計
で

競
わ
れ
、
集
計
の
結
果
、
前
回

惜
し
く
も
2
位
で
涙
を
飲
ん
だ

我
が
堺
支
部
チ
ー
ム
は
、
宝
塚

支
部
（
前
回
3
位
）
を
0・
4

打
差
と
い
う
僅
差
で
振
り
切
り
、

第
33
回
（
2
0
1
7
年
開
催
）

以
来
、
通
算
7
度
目
の
団
体
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
の
上
位

4
名
は
左
記
の
通
り
で
し
た
。

高
松
健
之
氏
71・6
、
隅
谷
哲

三
氏
71・
8
、
長
嶺
光
生
73・
4
、

菅
野
勇
氏
74・6
。

表
彰
式
で
は
、
田
中
義
信
校

友
会
長
よ
り
優
勝
賞
品
（
コ
シ

ヒ
カ
リ
）
が
授
与
さ
れ
壇
上
で

参
加
者
全
員
の
記
念
写
真
を
撮

影
し
ま
し
た
。

古
渕
事
業
部
長
も
、「
地
元
の

天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
し

か
優
勝
で
き
な
い
堺
支
部
」
と

言
わ
れ
て
い
た
風
評
を
一
蹴
で

き
、
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。

私
も
K
U
S
関
球
会
世
話
役

と
し
て
、
た
い
へ
ん
誇
ら
し
く
、

ま
た
支
部
対
抗
戦
で
は
い
つ
も

活
躍
さ
れ
て
い
た
故
池
田
典
郎

氏
や
故
宇
杉
権
三
氏
を
偲
び
、

天
国
で
見
守
っ
て
頂
い
た
の
だ
ろ

う
と
感
謝
し
心
の
中
で
手
を
合

わ
せ
た
次
第
で
す
。

今
後
は
、
天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
と
交
互
開
催
と
な
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
、

他
支
部
の
皆
さ
ん
と
来
年
の
再

開
を
約
し
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

来
年
は
天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
の
開
催
と
な
り
、
参

加
者
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
の

で
連
覇
を
狙
っ
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
長
嶺
光
生
）

第
30
回

K
U
S
関
球
会
ゴ
ル
フ

大
会令

和
元
年
10
月
25
日
（
金
）

天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
、
堺
支
部
秋
期
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
参
加
者
22
名
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
明
け
方
ま
で

の
雨
が
集
合
時
に
は
上
が
り
、

30
回
記
念
を
祝
う
よ
う
に
虹
ま

で
出
る
中
、
ス
タ
ー
ト
で
き
ま

し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
寺
脇

茂
氏
が
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
87
、
ネ
ッ

ト
ス
コ
ア
67・
8
で
、
新
元
号
令

和
初
の
優
勝
を
見
事
に
飾
ら
れ

ま
し
た
。

2
位
に
は
野
守
親
夫
氏
が
、

3
位
は
平
山
一
郎
氏
が
入
賞
。

そ
し
て
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
81

の
杉
崎
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
局

次
長
が
、
大
波
賞
は
川
本
氏
、

小
波
賞
は
松
原
氏
、
水
平
賞
は

松
田
氏
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ニ
ア
ピ
ン
・
ド
ラ
コ

ン
各
賞
が
渡
さ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
表
彰
式
と
会
食

も
終
宴
を
迎
え
、
次
回
来
年
4

月
24
日
の
再
会
を
約
し
、
各
自
、

賞
品
や
お
土
産
を
手
に
帰
途
に

着
き
ま
し
た
。

（
長
嶺
光
生
）

第
31
回

K
U
S
関
球
会
ゴ
ル
フ

大
会令

和
4
年
4
月
15
日
（
金
）

天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
2
年
間

中
止
し
て
い
た
堺
支
部
春
期
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
参
加
者
15
名

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
前
に
は
、
前
回
参

加
さ
れ
コ
ロ
ナ
で
中
止
し
て
い

た
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
常
連
メ

ン
バ
ー
の
池
田
典
郎
氏
、
宇
杉

権
三
氏
、
そ
し
て
長
年
堺
支
部

役
員
と
し
て
運
営
に
貢
献
さ
れ

た
依
田
充
啓
氏
を
偲
び
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
北
村

修
治
氏
が
見
事
優
勝
を
飾
ら
れ

ま
し
た
。
2
位
に
は
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
賞
の
佐
野
健
次
郎
氏
が
、

3
位
は
長
嶺
光
生
が
入
賞
。
そ

し
て
大
波
賞
は
高
松
健
之
氏
、

小
波
賞
は
松
原
洋
治
氏
、
水
平

賞
は
菅
野
勇
氏
が
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
ニ
ア
ピ
ン
・
ド

ラ
コ
ン
・
当
日
賞
な
ど
各
賞
の

す
べ
て
の
授
与
は
、
会
食
せ
ず

ラ
ウ
ン
ジ
で
行
い
ま
し
た
。

健
康
で
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
幸

せ
を
感
じ
、
次
回
秋
の
再
会
を

約
し
、
各
自
、
賞
品
や
お
土
産

を
手
に
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。

（
長
嶺
光
生
）

支部対抗親睦ゴルフ大会
７度目の団体優勝７度目の団体優勝７度目の団体優勝７度目の団体優勝７度目の団体優勝 ゴ

ル
フ
特
集
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関西大学校友会　堺支部会報 2023 年（令和 5年）10 月 1日　35 号（11）

第
32
回

K
U
S
関
球
会
ゴ
ル
フ

大
会令

和
4
年
10
月
14
日
（
金
）

天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

し
つ
つ
、
堺
支
部
秋
期
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
が
、
参
加
者
11
名
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
平
山

一
郎
氏
が
見
事
優
勝
（
ド
ラ
コ

ン
賞
・
ニ
ア
ピ
ン
賞
も
獲
得
）

さ
れ
ま
し
た
。
平
山
氏
は
生

野
高
校
野
球
部
出
身
の
ス
ラ
ッ

ガ
ー
で
す
。

2
位
に
は
菅
野
勇
氏
（
ド
ラ

コ
ン
・
ニ
ア
ピ
ン
賞
も
）
が
、

3
位
に
は
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
79
の

長
嶺
光
生
が
入
賞
、
そ
し
て
最

高
齢
の
松
原
洋
治
氏
は
大
波
賞

と
バ
ー
デ
ィ
ー
賞
を
、
小
波
賞

は
上
田
孝
之
氏
、
水
平
賞
（
ニ

ア
ピ
ン
・
バ
ー
デ
ィ
賞
も
）
は

高
松
健
之
氏
が
、
そ
し
て
今
回

初
参
加
さ
れ
た
小
林
勝
彦
氏
は

ブ
ー
ビ
ー
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
し

た
。表

彰
式
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

と
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
軽
食
を

頂
き
皆
さ
ん
と
久
し
振
り
に
歓

談
す
る
時
間
を
持
っ
た
後
に
行

わ
れ
、
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。皆

さ
ん
、
健
康
で
ゴ
ル
フ
が

で
き
る
幸
せ
を
感
じ
つ
つ
、
次

回
春
の
再
会
を
約
し
、
各
自
、

賞
品
や
参
加
賞
（
丸
市
菓
子
舗

製
カ
ス
テ
ラ
）
を
お
土
産
に
帰

途
に
着
き
ま
し
た
。（

長
嶺
光
生
）

第
33
回

K
U
S
関
球
会
ゴ
ル
フ

大
会令

和
5
年
4
月
14
日
（
金
）

好
天
の
下
、
天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
堺
支
部
春

期
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
参
加
者

15
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
久
々
参
加
の
小
島
秀

明
氏
、
葛
村
和
正
堺
商
工
会
議

所
会
頭
を
迎
え
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

競
技
は
W
ペ
リ
ア
（
ハ
ン
デ

上
限
な
し
）
に
て
競
い
、
菅
野

勇
氏
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

2
位
に
は
平
山
一
郎
氏
が
、

3
位
に
は
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
85
の

長
嶺
光
生
が
、
そ
し
て
当
日
賞

の
4
位
に
は
小
林
勝
彦
氏
、
5

位
に
は
松
原
洋
治
氏
が
入
賞
、

大
波
賞
は
小
島
秀
明
氏
、
小
波

賞
は
豊
嶋
賢
二
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

軽
食
に
よ
る
懇
談
と
表
彰
式

の
後
、
5
月
30
日
開
催
予
定
の

第
37
回
校
友
会
支
部
対
抗
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
（
第

36
回
は
堺
支
部
が
優
勝
）
で
の

健
闘
と
、
次
回
関
球
会
で
の
再

会
を
約
し
、賞
品
や
参
加
賞
（
丸

市
菓
子
舗
製
カ
ス
テ
ラ
）
を
お

土
産
に
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

（
長
嶺
光
生
）

第
37
回

校
友
会
支
部
対
抗
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

に
参
加

今
年
（
令
和
5
年
）
も
5
月

30
日
（
月
）
兵
庫
県
有
馬
ロ
イ

ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、

校
友
会
支
部
対
抗
親
睦
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

堺
支
部
か
ら
は
、
最
高
齢
の

松
原
洋
治
氏
を
は
じ
め
、
参
加

支
部
中
最
大
の
12
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

前
夜
か
ら
の
雨
が
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
乗
車
す
る
6
時
頃
に
は

豪
雨
と
な
り
、
全
員
不
安
な
思

い
で
出
発
し
ま
し
た
。

現
地
到
着
ま
で
風
雨
が
弱
ま

る
こ
と
も
無
く
現
地
に
到
着
。

高
齢
者
も
多
く
、
皆
さ
ん
の
体

調
の
事
を
考
え
る
と
棄
権
者
が

出
る
の
も
止
む
無
し
の
覚
悟
で

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
入
り
ま
し
た
。

大
会
受
付
テ
ー
ブ
ル
で
は
、

校
友
会
本
部
の
古
渕
孝
仁
大
会

実
行
委
員
長
が
待
ち
構
え
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
何
故
か
ニ
ン
マ
リ

し
な
が
ら
近
づ
い
て
来
て
「
雨

上
が
り
ま
す
よ
」
彼
は
フ
ロ
ン

ト
横
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
映
る

（
時
間
別
降
水
量
）
を
指
差
し
ま

し
た
。

そ
の
画
面
に
は
「
8
時
降
水

量
→
2
mm
/
h  

9
時
降
水
量

→
0
mm
/
h
」

「
え
?
ウ
ソ
や
ろ
」

な
ん
と
我
々
の
ス
タ
ー
ト
す

る
9
時
に
雨
が
上
が
る
予
報
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
信
半
疑
で
皆
さ
ん
に
説
明
、

「
無
理
せ
ず
途
中
棄
権
は
自
己
判

断
で
」
と
納
得
し
て
頂
き
全
員

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

結
果
、
確
か
に
予
報
通
り
ス

タ
ー
ト
時
に
雨
は
上
が
り
、
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
ま
で
傘
を
差
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
や
ら
線
状
降
水
帯
が
早

く
南
下
し
た
よ
う
で
正
に
奇
跡

で
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
古

渕
実
行
委
員
長
の
執
念
と
神
通

力
、
そ
し
て
校
友
皆
さ
ん
の
良

い
心
掛
け
の
お
陰
と
感
謝
し
た

次
第
で
す
。
本
当
に
ホ
ッ
と
い

た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
大
会
の
結
果
、
堺
支

部
は
見
事
3
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。
隅
谷
哲
三
氏
、
北
村

修
治
氏
、
野
間
耕
三
氏
、
そ
し

て
個
人
戦
8
位
入
賞
、
ス
コ
ア

81
で
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ス
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
賞
受
賞
の
長
嶺
光
生
が
上

位
4
名
で
し
た
。
ち
な
み
に
優

勝
は
昨
年
5
位
の
吹
田
支
部
で

し
た
。

田
中
義
信
校
友
会
長
の
挨
拶

と
表
彰
、
古
渕
実
行
委
員
長
か

ら
の
賞
品
授
与
が
行
わ
れ
、
最

後
は
全
員
で
肩
を
組
み
、
逍
遥

歌
を
歌
い
表
彰
式
を
終
え
ま
し

た
。
各
参
加
者
は
他
支
部
校
友

と
の
暖
か
い
交
流
の
思
い
出
を

胸
に
、
ま
た
次
回
の
再
会
を
約

し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
様
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
援
助
ご
決
定
頂
き
ま
し
た

草
川
支
部
長
に
は
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
他
支
部
校
友
の
皆

様
か
ら
、
毎
回
多
数
の
堺
支
部

参
加
者
数
に
対
し
、
驚
嘆
と
賞

賛
を
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
長
嶺
光
生
）
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関西大学校友会　堺支部会報35 号　2023 年（令和 5年）10 月 1日 （12）

令和5年7月31日「堺大魚夜市」が4年
ぶりに大浜公園で開催された。堺大魚夜
市は鎌倉時代に始まったと言われ、毎年7
月31日に行われる魚市、住吉大社神事が
あり、およそ700年の歴史を誇る堺の夏の
風物詩として多数の来場者で賑わった。堺
支部では関西大学校友会の地域連携事業
として、メイン会場に関西大学の幟を立て、
人間健康学部安田ゼミの学生が運営する
射的を出店した。13時から終了時刻の21
時30分までほぼ途切れることなく来場者があ
り300余名の方々が射的を楽しんだ。

（鍋島 均志）

４
年
ぶ
り
に
開
催
の

堺
大
魚
夜
市
に
出
店

令
和
５
年
度
総
会
返
信
は
が

き
通
信
欄
よ
り
（
五
十
音
順
）

乾
幸
雄

去
年
8
月
大
動
脈
瘤
手
術
。

な
ん
と
か
動
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

岩
井
留
美

今
年
は
日
程
が
あ
わ
ず
総
会

欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ゴ
ル
フ
や

交
流
会
に
も
参
加
し
て
皆
様
と

親
交
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
久

し
ぶ
り
の
総
会
、
盛
会
と
な
り

ま
す
様
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

上
野
敦
紀

現
在
、
嘱
託
と
し
て
働
い
て

お
り
ま
す
。

案
内
が
届
く
た
び
に
、
恐
縮

し
て
お
り
ま
す
。

金
座
富
司
雄

今
年
80
才
を
迎
え
ま
す
が
毎

日
変
わ
り
な
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

河
面
愛
彦

体
調
不
良
。
毎
度
の
勝
手
お

許
し
下
さ
い
。

鈴
木
信
一

総
会
の
開
催
お
目
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。
小
生
足
腰
等
め
っ
き

り
弱
っ
て
一
人
で
外
出
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。

中
村
匡
志

業
務
都
合
、
親
の
介
護
等
に

よ
り
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

中
野
博
史

居
住
地
域
の
会
合
や
見
学
会

に
参
加
す
る
等
の
活
動
に
参
加

も
含
め
よ
り
良
い
行
動
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

中
野
昌
人

5
月
の
連
休
は
吉
野
山
ハ
イ

キ
ン
グ
、
京
都
市
美
術
館
へ
行

き
、
英
気
を
補
充
し
ま
し
た
。

関
西
大
学
校
友
会
堺
支
部
の

皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

田
中
範
夫

10
月
の
校
友
総
会
で
、
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

返
信
遅
く
な
り
申
し
訳
け
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

寉
岡
相
弘

現
在
子
ど
も
会
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
指
導
で
大
阪
市
内
の

小
学
校
へ
出
向
い
て
居
り
休
み

の
日
は
出
席
か
な
わ
な
い
の
で

宜
し
く
願
い
ま
す
。
御
盛
会
で

あ
り
ま
す
様
に
。

宮
内
利
正

昨
今
、
油
絵
を
日
現
展
等
に

出
し
、
謡
を
続
け
て
喉
を
鍛
え
、

居
酒
屋
で
は
友
と
語
り
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

更
生
保
護
に
も
若
干
関
係

し
、
堺
市
と
郷
里
の
倉
吉
市
を

月
1
回
往
復
し
て
、
年
齢
相
応

の
健
康
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
5
類
と
な
り
、
心

お
き
な
く
総
会
で
皆
様
と
の
再

会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

南
川
忠
嗣

高
期
高
齢
者
の
領
域
に
入
り

ま
し
た
。
地
域
の
老
人
会
で
全

員
の
居
場
所
づ
く
り
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

南
部
和
男

昨
年
は
ケ
ガ
で
一
年
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
だ
元
に
戻
り
ま
せ

ん
。
皆
様
も
ご
自
愛
下
さ
い
。

山
地
勝
紀

最
近
歳
の
せ
い
か
耳
が
遠
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
ト
イ
レ

が
近
く
な
り
ま
し
た
。

永藤英機堺市長と（写真中央着物姿）

加
藤
嘉
明
氏

昭
和
30
年
商
卒

池
田
典
郎
氏

昭
和
38
年
法
卒

依
田
充
啓
氏

昭
和
47
年
法
卒

宇
杉
権
三
氏

昭
和
48
年
法
卒

中
井

敬
氏

昭
和
26
年
法
卒

小
西

始
氏

昭
和
34
年
文
卒

謹
ん
で
お
悔
や
み申

し
上
げ
ま
す
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関西大学校友会　堺支部会報 2023 年（令和 5年）10 月 1日　35 号（13）

大学昇格100年記念
「関西大学フェスティバルin関西」に出店
令和4年10月9日（日）10日（祝）の2日間、千

里山キャンパスにおいて大学昇格100年記念「関
西大学フェスティバルin関西」が開催された。同フェ
スティバルの一日目（10月9日（日）10：30~16：00）
には、校友お笑いステージ、関大グルメフェス、テ
ント催事、簡文館・尚文館における展示等が開催
され、当堺支部からも人間健康学部の安田ゼミ生
の協力を得て、テントブースで「射的」を出店した。
開店時から閉店時まで途絶えることなく来客があり
射的を楽しんでいただいた。� （鍋島 均志）

関西大学フェスティバルin中国が令和
元年9月29日に広島コンベンションホ－ル
で開催され、堺支部から9名参加した。

関西大学フェスティバル in 中国

関西大学フェスティバル in 関西
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代表取締役
不動産鑑定士 和 田 浩

ＴＥＬ 0 7 2 - 2 2 5 - 2 2 2 2
ＦＡＸ 0 7 2 - 2 2 5 - 3 9 3 9

不動産の適正価格情報提供サイト
大阪 不動産鑑定相談センター
http : //www.wada-kantei.co.jp

不動産の評価・調査・コンサルティング
株式会社 和田総合鑑定あみ もと ひろ ゆき

弁護士 網 本 浩 幸
（アイマン総合法律事務所・代表）

U R L … http : //www.aimann-law.jp

調査・出
願から権利化・紛争処理まで

商標意匠考案特許

― YS F
TEL：（0 7 2 ― FAX： ―
E-mail : nk-nakao@syd.odn.ne.jp URL: www2.odn.ne.jp/nakaopat/

中尾真一特許事務所
知的財産を総合的にサポート

グループホーム18名。デイサービスセンター25名。
訪問介護ステーション・居宅介護支援事業所。

小規模多機能型事業所（18名）・サービス付き高齢者向け住宅（20室）。

アットホームな雰囲気、ゆったり、リラックスできるホテルです。
価格もリーズナブルに設定しております。

E-m
ail  t.furubuchi@

furubuchi-zeirishi.jp
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代表取締役 長嶺光生
昭和50年 法卒

〒5510031
大阪市大正区泉尾5丁目18番8号
TEL (06)6552-5055 ㈹
FAX (06)6552-9110
URL http : //www.hikari-kikai.com

☆主要営業品目☆
金属チタン・シリコンウェハー製造装置
紙オムツ・衛生材料製造装置
各種装置・部品製作
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光機械工業株式会社
株式会社 HTT

夢工場

印刷を中心に企画・物流・システム開発まで
ソリューションビジネスを展開する、
大阪・堺の印刷会社です。
本社・堺第一工場　
〒590-0984 大阪府堺市堺区神南辺町5丁152－2
TEL：072-225-5001　FAX：072-225-5027

www.umebeef.com

590-0829
大阪府堺市堺区東港町4丁228番地
Tel 072-241-6045
Fax 072-241-6046
Mail s-harano99@nifty.com
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令和4年4月1日〜令和5年3月31日まで

令和4年度年会費納入会員
（五十音順・敬称略）

天井一夫
井内孝志
池田一紗
池田拓矢
一木敬子
稲田昌三
井ノ本英明
今井康雄
上坂和正
上田孝之
上野敦紀
上野正仁
大野雅司

大丸　力
小谷保雄
小野佳代
加賀田泰樹
鍛治　勝
加勢田博
片平玲子
金澤　勇
鴨頭光一
河面愛彦
河内克之
川中敬貴
川本憲治

岸田　修
北井秀夫
北田啓子
北村修治
木下廣子
木村志郎
草川大造
葛村和正
葛村和佳菜
久保貞信
呉松恒男
小島秀明
小西　始

小林勝彦
小松　宏
阪井正一
阪本昭夫
佐野健次郎
佐野宏之
芝田　一
島　保範
菅野　勇
杉崎正明
杉林克廣
鈴木信一
鈴木義規
隅谷哲三
曽根政美
田頭　勝
高田一夫

高橋克彦
髙松健之
髙松慶暢
竹内　孝
竹内一二
竹下　司
田中　克
田中一郎
田中範雄
田中松次郎
谷本順一
辻　英雄
辻尾健一郎
寺脇　茂
戸松智美
富田尚典
中尾真一

中迫悟志
長田美幸
中辻利雄
中西健次
中野博史
中野昌人
長嶺光生
中村友彦
那須真起子
茸谷　浩
鍋島均志
南部和男
西尾利夫
西口和宏
西座新二
西田泰庸
西田雄治

西原俊幸
西本秀司
二宮　晃
野口　徹
野間耕三
野村泰生
橋本吉生
土師重隆
秦　寛宣
林　昌雄
原野祥次
平山一郎
廣瀬潤一
福島悦司
藤田佳正
古淵敦史
古淵謙祐

古渕孝仁
細田賢一
増田　修
松田　昭
松原洋治
的場一孝
南　英一
宮内利正
宮崎浩樹
三好則行
村上　叶
森　茂男
森　守男
守口　謙
森島丞児
柳本喜八郎
山地勝紀

山本幹夫
山本義昭
弓倉唯志
横山康雄
吉岡照晃
若狭　晃
和田三吾
和田　浩
氏名不詳
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編
集
後
記

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
休
刊
し
て
お
り
ま
し
た
会
報

で
し
た
が
、
４
年
ぶ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

本
号
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
は
、
ご
寄
稿
頂
き
ま

し
た
皆
様
、
広
告
掲
載
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
は
、
堺
市
福
祉
総
合
会
館
に
お
い
て
、

数
度
の
編
集
会
議
を
経
て
、
発
行
に
至
り
ま

し
た
。

堺
支
部
で
は
、
本
号
掲
載
の
と
お
り
、「
支
部
総

会
」
を
中
心
と
し
て
、月
例
の
懇
親
会
で
あ
る
「
関

親
会
」、
春
秋
に
開
催
さ
れ
る
主
に
歴
史
散
策
を
行

う
「
逍
遙
の
会
」、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
「
関
球
会
」
等

の
開
催
に
よ
り
校
友
の
親
睦
を
は
か
る
と
共
に
、

地
域
連
携
協
力
と
し
て
「
堺
大
魚
夜
市
」
に
出
店

等
を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
校
友
の
益
々
の
連

携
と
、
地
域
連
携
活
動
の
充
実
を
図
り
、
本
学
の

発
展
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
歩
み

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
号
の
発
行
に
携
わ
っ
た
堺
支
部
広
報
委
員
は
、

鴨
頭
、
北
井
、
草
川
、
小
島
、
菅
野
、
中
尾
、
鍋
島
、

秦
、
宮
内
の
９
名
で
す
。

（
中
尾
真
一
）
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令和2年2月27日、リ
－ガロイヤルホテル大
阪　ロイヤルホ－ルで
葛村和正氏の「堺商
工会議所会頭ならび
にチェコ名誉領事就
任を祝う会 」が 盛 大
に開催された。

葛
村
和
正
副
支
部
長
の

堺
商
工
会
議
所
会
頭
な
ら
び
に

チ
ェ
コ
名
誉
領
事
就
任
を
祝
う
会

葛村ご夫妻と堺支部の皆さま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
2
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
で

松
本
安
雄
氏
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
で

加
勢
田
博
氏
が

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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